
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞の

読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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農水省が2022年度か

ら新規就農支援を刷

新します。新規就農者

による機械や施設の

導入費を、国と県が補

助する事業を創設。支

援対象事業費は最大

1000万円で、国と県で

最大750万円を補助し、

残りは農家の自己負

担となります。また新

規就農者の支援体制

を強化するため、ＪＡな

どの「伴走機関」が研

修農場に機械や施設

を導入する場合に、国

が半額を支援します。

（１/５付３面）

今週の記念日
★１月10日
「糸引き納豆の
日」
全国納豆協同
組合連合会が
制定。大豆を納
豆菌により発酵
させた糸引き
納豆は、健康効
果や美容美肌
効果などが得
られるとされ、
日本を代表す
る食品のひとつ。
日付は１と１０で
糸引きの糸（い
と）の語呂合わ
せから。また、
この時期は受
験の時期にあ
たるため、糸引
き納豆の特徴
であるその粘り
強さで合格を
祈念するという
意味もある。
＜日本記念日協会から＞

北海道で家畜飼養に必要な

濃厚飼料用のトウモロコシの

生産が広がっています。供給

先は道内外に及び、飼料の輸

入依存から脱却する可能性を

秘めています。国産は飼料代

が安定するため養鶏業者から

評価されています。増産のた

め水田活用交付金のほかにも

国による後押しが必要です。

（１/４付１、５面）
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日本農業新聞 東北支所 （編集担当記者） 高内 杏奈
明けましておめでとうございます。本年も日本農業新聞をよろしくお願い申し上げます。年
末は家族と１日がかりでおせち料理を作りました。私は特に伊達巻と牛肉の八幡巻が大好
きです。おせちに続き、お雑煮の用意をしている時に気が付きました。あれ、セリがない！
スーパー３軒ハシゴしてようやく手に入れ、無事に新年を迎えられました。「来年はちゃんと
セリ用意しとくべね」。2022年幕開け早々、2023年の目標ができました。

加工・業務用タマネギの国産シェア

奪還へ、東北地方など水田地帯で

産地化が動き出しています。転作作

物に取り入れて収益確保につなげ、

輸入品との置き換えを見据えます。

農水省は産地や事業者を後押しし、

年間輸入量の半分を国産に転換す

る目標を掲げます。秋田県のＪＡ大

潟村は「土地利用型の高収益作物

で、北海道や西日本の主産地の端

境期に出荷できる」と産地化の経緯

を話します。同省が掲げる「サプライ

チェーンフロンティア構想」に呼応

する形で福島県でも生産が広がっ

ています。 （１/７付１面）

米消費の巻き返しの

ための、従来の発想

にとらわれない新し

い米の「売り方」や

「商品開発」を探り、

番付形式でまとめま

した。売り方部門の

横綱は「進化系おむ

すび」。豪華具材が

載ったおむすびは

写真映えも華やかで

食を盛り上げます。

商品開発部門の横

綱は「乳・肉代替」。

米原料のチーズ、

ヨ ー グ ル ト な ど は

SDGsを追い風に期

待ができます。

（１/３付15面）


